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圏 は じめ に

　空間 認知に重要な役割 を果 たす立体知覚や奥行き

知覚は両 眼視差 によ っ て っ く ら れ る が、通常我々 は

そ れ を 意識す る こ ともな く過 ご して い る。．こ の よ う

な対象を左右両 眼で通常的に把 握す る こ とを
‘
日常

の 目
’

とし、これ に対 し同時に異なる刺激を操作的

に両眼の網膜の 対応部位に 与え る こ と で つ くられ る

立体視 を
’
特殊な 目

’
と定義す る。視覚機 能 は 、

色．形、奥行き、関係、運動をそれ ぞれ独立 したモ

ジ ュ
ー

ル で扱 っ て いると考え られ る が、空間知覚は

こ れ らを総動員 して 獲得 され る 高度な活 動 で あ る。

そ れ ゆえ、色彩以 外 の 知覚 の 働 き をもっ て 空間感 は

獲得 し うると い われ るが、
‘
特殊 な 目

’
で 条件づけ

られ た色彩を観察す るとき，
‘
日常の 目

’

で は意識

され な か っ た 現 象 が 知覚 さ れ る
D2 ） s，

（視野 闘争

［visual 　rivalry］時の視野優越［visual 　dominance］，

奥行き知覚、両 眼光沢［binocular　luster］、視野融合

［binocular　fusion］時の 両眼混色［binocular　cQlor

mixture ］等
41
。また色彩の 進出 ・

後退現象、膨張 ・

収縮現象、寒暖感覚や誘目性、図 と地現象な どに つ

い て も古 くか ら注 目され研究 され て きだ
湘

〉 。

團実 験

　本研 究は、観察環 境が 比較的 安定 して得 られ る

CRtrモ ニ ター上 の 色に つ い て 、疲労に よ っ て本来の

交替現象を歪めない よう容易に融像する ため立体鏡

を使用 して 観察 した。 r・備実験 として 肉眼で の両眼

立体視によ る紙上 の 色 の 観察 を行 っ た。

実験準備　 被験者は、日常動作の なか で優先的 に選

択する側 の 手、目 を 申告する 。
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実験方法　赤、橙． 黄、緑 、青、紫 の 色 を コ ン

ピュ
ー

ターで 作成 し、これ らの 色か ら 2 色づ つ 選ん

で 組 み 合 わ せ と す る 。左 右 の 色 刺 激 は 白 、灰

（40cd ／m2 ）、黒 を背景 に 、中心間 隔 6．5cm の 立体鏡

レンズに丁度よ い 距離（中心間隔 10．5cm ）を保 っ て

配置 し、特定 の CRT モ ニ タ
ー

上 で 表示す る 。形 状

は、長方 形（2．5cm 　×　7．5cm ）と正方形（5cm × 5cm ）

を用意 し、長方形 を縦置横置で 左右に配置 した刺激

を融像 して で きる十字型の 場合 と、同形（正 方形）異

色の 左右刺激を融像する場合の 二 通 りに つ い て 観察

する。

回答方法　は じめ に 、被験者が優越し て見やすい側

の 傾向を把握す る資料 として 、同色異形の 刺激を融

像 して で き る十字型を観察 して もらう。次に左右異

形異色 の 刺 激を 立体鏡を通 し て 対面観察 し、は じめ

の 見 えと、しばらく時間が経過 して の 見え、特に重

な り部分の 見えと空間位置に つ い て 報告す る。実験

者は、被験者の 回答を受けて見えが安定し た時間 を

計測する。

蹶結　果

　有彩色同 士 の観察で は、組み合わ さ れ る色 ごとに

異な る度合で 、奥行差の 出現、透明化 、面色化 、混

色などが顕著な傾向で 現われた。 印象評価に頼る観

察 とはい え 、両 眼立体視の あり方が色彩の 見えに影

響 を及ぼす こ とは明 らか で あ る。 こ れ らの 知覚 にお

い て 、紙 上 の 色 の 観察 で は い わ ゆる利 き 目や形 へ の

感応
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な ど被験者の 固 有性に 起因す る と考え ら

れ る 圓答が幾 つ か あっ たが、CRT モ ニ ター上 の刺激

観察で は、被験者の 固有性が比較的現れない とい う

傾向が認め られた。結果 の
一

例を次頁の 図に示す。
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超観 察 し た色 の 組 み 合わせ 鬮
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アル フ ァ ベ ッ トは 被験者記号
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鵬 白地 に 赤 と 有彩 色 の組 み 合 わ せ 圏

（CRTモ ニ ターに表示）
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